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２
０
０
０
年
４
月
に
介
護

保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
て
か

ら
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
は
運
用
開
始
し
な

が
ら
制
度
を
見
直
し
て
い
く
方

針
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
こ
の
20
年

の
間
に
様
々
な
制
度
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
介
護
保
険

は
３
年
に
１
回
見
直
さ
れ
る
た

め
、
大
幅
な
変
化
も
生
じ
ま
す
。

今
年
２
０
２
０
年
度
は
改
正
案

が
国
会
に
上
程
さ
れ
る
年
で
あ

り
、
来
年
２
０
２
１
年
に
は
介

護
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

議
論
の
中
に
は
、
介
護
職
の

人
材
確
保
等
が
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
介
護
人
材
の
不
足

に
つ
い
て
は
大
き
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
を

原
因
と
し
た
介
護
離
職
問
題
も

社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
介

護
を
行
う
方
も
利
用
さ
れ
る
方

も
無
理
な
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

借
り
な
が
ら
仕
事
や
生
活
と
両

立
出
来
る
社
会
が
実
現
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
に
は
や
は
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
知
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
利

用
で
き
る
の
か
勉
強
し
て
、
駆

使
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
に
１
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
改
正
さ
れ
ま
す
。
良
い
方
向

に
改
正
さ
れ
れ
ば
問
題
な
い
の

で
す
が
、
圧
迫
す
る
財
政
の
中
、

時
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
常

に
情
報
を
収
集
し
て
上
手
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
知
り
、
駆
使
し
よ
う

寄
稿
者 

金
沢
市
議
会
議
員 

田
中
美
絵
子

介
護
保
険
と
は

「
第
二
波
な
ん
て
、
怖
く
な
い
」
と
の
気
概
を
持
っ
て

　

北
陸
地
方
退
職
者
の
会
会
員
の
み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
で
、
外
出
の
自
粛
と
い
う
大
変
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
、
会
員
全
員
が
無
事
に
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
、
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
第
二
波
、
第
三
波
の
心
配
が
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
「
第
二
波
な
ん
て
、
怖
く
な
い
」

と
の
気
概
を
持
っ
て
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
怠
ら
ず
、
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
退
職
者
の
会
会
長　
　

近
藤　

源
一
郎

交流と学習の集いで講演する

田中美絵子氏
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介
護
保
険
被
保
険
者
証
は
、

65
歳
の
誕
生
月
に
市
区
町
村
よ

り
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ま

ま
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
介
護
認
定
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
要

支
援
・
要
介
護
認
定
が
必
要
で

す
。
ま
ず
は
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
介
護
保
険
担
当
窓
口

で
申
請
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
。

　

役
所
の
窓
口
で
日
程
調
整
を

し
、
役
所
か
ら
任
命
さ
れ
た
認

定
調
査
員
が
自
宅
に
来
て
ご
本

人
に
日
常
生
活
の
状
況
を
伺

い
、
身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
認
定
結

果
が
出
る
ま
で
に
１
か
月
程
度

を
要
し
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
が
出
た
ら
要
支

援
が
出
た
場
合
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
、
要
介
護

が
出
た
場
合
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
ま
す
。

　

ど
こ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
か
、

わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
地
区

町
村
の
介
護
保
険
担
当
窓
口
で

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
要
介
護
の
方
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
リ
ス
ト
を
見
て

自
分
に
合
っ
た
相
性
の
い
い
人

を
探
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
介
護
の
計

画
書
で
あ
る
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
本
人
だ
け
で
は
な

く
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の

相
談
も
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

要
支
援
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

要
介
護
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

２
０
１
９
年
度
後
半
～
20
年
度
前
期
の
活
動
に
つ
い
て

要
支
援
・
要
介
護
認
定
が
必
要

　

北
陸
地
方
お
よ
び
富
山
・
石
川
・
福
井
連
協
退
職
者
の
会
は
、
２
０
１
９
年
度
後
期
活
動
計
画
お
よ
び

２
０
２
０
年
度
前
期
予
定
の
活
動
並
び
に
定
期
総
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
か
ら
、

中
止
ま
た
は
延
期
と
し
ま
し
た
。

　

富
山
連
協
が
企
画
し
て
い
た
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
親
睦
旅
行
」
に
つ
い
て
は
中
止
、

石
川
連
協
が
企
画
し
て
い
た
「
親
睦
と
学
習
の
集
い
」
に
つ
い
て
は
延
期
、
福
井
連
協
が
企
画
し
て
い
た
「
お

も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
次
年
度
に
延
期
と
し
、
詳
細
企
画
が
出
次
第
に
周
知
し
ま
す
。
地
方
お

よ
び
各
連
協
の
第
６
回
定
期
総
会
に
つ
い
て
は
、
全
国
総
会
の
開
催
が
確
定
し
な
い
の
で
、
確
定
次
第
周
知

し
ま
す
。　
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介
護
保
険
は
保
険
料
と
税
金

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
所
得
に
よ
り
１
割
か
ら
３
割

の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。
現

役
並
み
に
所
得
の
あ
る
高
齢
者

は
介
護
保
険
利
用
時
の
自
己
負

担
割
合
が
３
割
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
は
介
護
度
に
応

じ
た
支
給
限
度
額
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
範
囲
内
で
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
す
。
介
護
度
が
重
い

ほ
ど
限
度
額
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い
場
合
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
認
定
調
査
で
要

介
護
１
～
５
ま
で
の
認
定
に
な

ら
な
か
っ
た
方
は
、
介
護
保
険

の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
要
支
援
１
や
２
や
非

該
当
（
認
定
な
し
）
の
方
に
対

し
て
も
今
後
、
要
介
護
状
態
に

さ
せ
な
い
た
め
の
支
援
が
必
要

で
す
。

　

そ
こ
で
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
な
ど
の
新
し
い
動
き
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
要
支
援
者
の

方
は
訪
問
型
や
施
設
型
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
栄

養
改
善
を
目
的
と
し
た
配
食
や

見
守
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
自
己

負
担
も
１
～
３
割
で
同
じ
で

す
。
た
だ
し
、
支
給
限
度
額
が

要
支
援
の
場
合
は
要
介
護
の
場

合
よ
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

収
入
や
資
産
が
少
な
い
家
庭

な
ど
を
対
象
に
、
介
護
保
険
施

設
を
利
用
す
る
場
合
の
食
費
と

居
住
費
に
対
し
て
負
担
限
度
額

認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。
認
定

さ
れ
る
と
認
定
証
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
支
払
限

度
額
以
上
の
支
払
い
を
免
除
さ

れ
ま
す
。
認
定
証
は
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
に
申
請
し
て
発
行

し
て
も
ら
い
ま
す
。
金
沢
市
の

場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
き
く
制
度
の
改

正
を
続
け
て
き
た
介
護
保
険
制

度
で
す
が
、
今
後
高
齢
化
社
会

が
進
む
に
つ
れ
益
々
身
近
で
重

要
な
制
度
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

改
正
の
時
期
に
は
利
用
者
の

声
が
国
に
届
く
よ
う
に
制
度
を

よ
く
理
解
し
、
不
備
を
訴
え
る

こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

保
険
料
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

介
護
度
に
よ
り
支
給
限
度
額
が
あ
る

負
担
限
度
額
認
定
制
度
が
あ
る

改
正
時
に
は
利
用
者
の
声
を
国
政
に

　
■
■ 

寄
稿
者
・
田
中
美
絵
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■
■

現
・
金
沢
市
市
議
会
議
員

元
・
衆
議
院
議
員
（
厚
生
労
働
委
員
）

元
・
新
金
沢
郵
便
局
パ
ー
ト
ナ
ー
職
員

現
・
Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
会
員
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1

JP共済生協

　　0120-025-315（自動車保険）
　　0120-025-915（がん保険）
　　0120-025-375（GLTD・個人賠償責任保険・ゴルファー保険）
　　0120-221-220（医療共済・フルガード保険）
　　0120-779-783（自動車保険・がん保険他）
　　0120-221-905（医療共済）

株式会社　郵　愛

※本冊子に記載されている株式会社郵愛の取扱商品については、各商品に関するすべての内容を記載している
ものではありませんので、ご契約の際には、パンフレット、重要事項説明書等をご覧いただくか、株式会社郵愛等
へお問い合わせいただき、商品内容等についてご確認のうえ、お申し込みください。

無料

無料

無料

無料

0120-562-105（総合共済、交通災害共済）
0120-562-060（火災共済・自然災害共済）
0120-70-4115（大型生命共済「きずな」、年金共済「ゆとりプラン」）
03-5785-6887（総合共済、火災共済・自然災害共済、交通災害共済
　　　　　　　　　　　大型生命共済「きずな」、年金共済「ゆとりプラン」）
0120-562-100（マイカー共済）
03-5785-6888（マイカー共済）

※本冊子に記載されているJP共済生協の共済商品については、共済制度に関する全ての内容を記載しているも
のではありません。ご契約の際は、JP共済（ポストライフ）ＮＥＷＳ・重要事項説明書等をよくお読みいただいたう
えで、お申し込みください。

※JP共済生協の正式名称は「日本郵政グループ労働者共済生活協同組合」、愛称は「ポストライフ」です。

無料

無料

無料

無料

お問い合わせ先一覧

JP共済生協 検索

郵愛 検索

ホームページ　http://www.postlife.or.jp/
〒151-8591　東京都渋谷区千駄ヶ谷1-20-6（9：00～17：45　土日祝年末年始休）

〒151-8502　東京都渋谷区千駄ヶ谷1-20-6（9：00～18：00 土日祝年末年始休）
　　　　　　　ホームページ　http://www.jprouso.or.jp/welfare/yuuai/

　　　

Ł


